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～社会福祉法人等の地域における公益的な取組情報～
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次ページからは、昨年度取り組みをはじめた社会福祉法人の活動を紹介します。

「地域における公益的な取組」を実践するにはどうしたらよいのだろう？

　社会福祉法人で公益的な取り組みを実践したいけれど、「実際に進めるには、どのようにしたらよいのかわからない」とい
う声があります。そこで、一般的な実施プロセスをまとめました。

● 実施体制（担当者、窓口など）の決定
● 連携先がある場合に役割分担などの協議、調整
● 人員、予算の確保　など

● 地域住民や関係機関などからの評価も踏まえたPDCA
● 新たなニーズの掘り起こし　など

● 現況報告書、事業報告書への記載
● HP、広報誌、SNSなどでの取組内容の発信

● 施設を会場に地域団体と連携した交流サロンや居場所づくりの実施
● 施設の送迎車を活用した移動支援
● フードドライブへの協力

取組の例

資源を
活かした取組

● 近隣住民を対象とした福祉相談窓口（介護・子育てなど）の設置
● 近隣住民を対象とした福祉講座（健康講座、育児講座、栄養講座など）の開催
● 地域への出前講座・相談の実施

専門性を
活かした取組

● 災害時に備えた地域住民との防災体制の構築
● 複数事業所ネットワークによる地域ニーズへの対応
● 近隣地区社協の小地域福祉ネットワーク活動への参加（見守り、サロンなど）

つながりを
活かした取組

Tel：022-223-2026
E-mail：tiiki@shakyo-sendai.or.jp

STEP1STEP1
地域ニーズの把握

● 通常業務を通じたニーズへの気づき
● 地域住民や社協等との連携を通じた情報収集
● 住民を対象としたアンケートの実施等によるニーズ把握　など

STEP2STEP2
取組の企画検討

STEP3STEP3
取組内容の決定

STEP4STEP4
取組の実施

STEP5STEP5
取組内容の発信、PR

● 施設・事業所としてすでに持っている機能や資源の活用の検討
● 他の施設・事業所、関係機関、地域住民等との連携の検討
● 目指すべき成果の設定　など

ハード面：
　設備、備品、空間、
　園庭、車両など
ソフト面：
　職員、専門性、
　関係機関、
　ネットワークなど

資 源

　実際に取組を進めるに当たっては、「地域のニーズ」と「法人の資源・機能」をマッチングするため、上記のとおりとならな
いことも考えられ、地域や施設・事業所の状況に応じて工夫が必要となります。取組の検討、実施にあたって相談がござい
ましたら、下記までご連絡ください。

仙台市社会福祉協議会地域福祉課
Tel：022-290-1210
E-mail：m-keieikyo@miyagi-sfk.net

宮城県社会福祉法人経営者協議会
問合先



■ 法人名／社会福祉法人 恵萩会
■ 本部所在地／角田市島田字御蔵林59番地
■ 園所在地／仙台市宮城野区鶴ケ谷8丁目19番16号
■ 連絡先／TEL：022-352-4218
■ ホームページ／http://www.k-hagukumi.com

社会福祉法人　恵萩会社会福祉法人　恵萩会事例
紹介
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STEP1STEP1 地域ニーズの把握
なぜ「こども食堂」をはじめようと思ったのか？ すべては温めてきた一つの夢から
　きっかけは、園長が10数年前に東京で受けた研修でした。東京の八百屋さんからスタートしたこども食堂の話に興味
を持ち「いつかこども食堂に携わりたい」との思いをずっと胸に温めていたのです。その後、落合にある姉妹園からこち
らの鶴ケ谷へ異動してきました。新しい土地でのスタートでしたが、日々の仕事を通じて鶴ケ谷の人々のあたたかさに直
接触れるうちに、「この地域の人々と、もっと深く繋がりたい」「鶴ケ谷でこども食堂をやってみたい」という思いが一段
と強くなっていきました。 そこで、前任地である落合の姉妹園の園長に相談してみたところ、「ぜひやるべきだ」と心強く
背中を押してもらうことができ、法人へ相談するという最初の一歩を踏み出しました。

STEP2STEP2 取組の企画検討
「熱意はわかるけれど、それだけでは進まない」　 厳しいアドバイスを糧に計画を練り直す
　はじめに理事長や事務局長へ「地域貢献のための公益的な取り組みをしたい」と相談し、2025年3月の理事会へ諮り
ました。しかし、具体的な見通しの甘さもあり、この時は承認を得ることができませんでした。 それでもここで諦めず、他
園で実施されているこども食堂やフードバンクへ足を運び活動者から直接話を聞いたり、本やインターネットで情報を徹
底的に収集して計画を練り直しました。そして半年後の2025年9月、再度理事会にかけて、ついに認めてもらうことが
できたのです。

STEP3STEP3 取組内容の決定

「私ひとりで」ではなく「みんなで一緒に」　 人と人がつながり、役割分担がスタート
　立ち上げの中心になったのは、園長と主任保育士、看護師の3名です。こども食堂を始めることを保護者会会長へ伝え
ると、「私もやってみたかった！」と心強い言葉をもらうことができました。さらに園内にチラシを掲示すると、ほかにも
複数の保護者の方が協力してくれることになり、実現に向けて人と人とのつながりが生まれ始めました。 
　みんなで役割を分担し、具体的な計画を固めていきます。 

日時・会場 月に1回、夕方（17時～19時）に園のホールを会場とする
対象・定員 地域の方々、在園児、保護者を対象に、1回の定員は25名程
参加費・予算 大人300円、こども0円。基本的には「予約人数×参加費」を予算とし、メニューも事前に大まかに決定
負担軽減の工夫 運営スタッフの負担にならないよう、開催日は園の行事と重ならないように設定

社会福祉法人恵萩会の「鶴ケ谷はぐくみ保育園」は、コロナ禍の
2021年4月に「子どもの伸びようとする芽を大切にする」という保育
理念のもとで開園しました。日々の保育運営を通じて地域を知るな
かで、2025年11月にスタートしたのが、こども食堂「はぐっとキッチ
ン」です。今号では、地域の温かな居場所がどのように生まれ、育っ
てきたのか、その実施プロセスに沿って詳しくご紹介します。

法人の取り組みについては
HPでも紹介しています

社会福祉法人 恵萩会



STEP4STEP4 取組の実施

STEP5STEP5 取組内容の発信、PR

「できる人が、できることを」「得意な人が、得意なことを」
　保育園という性質上、これまでは地域の高齢者の方との接点が少なかったため、地域包括支援センターが開催している「ん
だカフェ」に参加することから始めました。そこで交流を深めながらPR活動を事前に進めたことで、理事会承認からわずか
2ヶ月後の11月から、こども食堂を開催することができました。 
　運営は、スタッフそれぞれの協力で成り立っています。安いお店を狙って食材の買い出しをしたり、前日や当日の朝に下ご
しらえをしたりと、「できる人ができること」を進めます。
　当日は13時から調理を開始。料理や会場の準備が一通り終わる16時頃に、ようやくホッと一息つきます。 会場づくりに
も細やかな配慮を忘れません。「子ども連れの方は床に直接座る席が安心かな」「高齢者の方は椅子席のほうが負担がないか
な」と、参加者の目線に合わせて工夫を凝らします。 
　さあ、いよいよ17時にオープンです。入り口で元気にあいさつを交わし、参加費をいただきます。食事はバイキング形式で、
スタッフが苦手な食べ物や量を聞きながら料理を取り分けます。好きな席で手作りの料理を口にして笑顔になる姿を見て、
スタッフも自然と笑顔になります。スタッフは、時には積極的に話しかけ、ゆっくり時間を過ごしたい方にはそっと邪魔をせ
ず、さりげなく見守る距離感を大切にしています。 
　園児と地域の高齢者が一緒にトランプやじゃんけん等で遊ぶこともあり、参加者それぞれが思い思いの時間を過ごします。
食器の片付けはセルフで行い、それぞれ自由に帰ります。「おいしかった。また来るね」「お待ちしてますね。お元気で」と声
をかけ合い見送ります。19時から30分間で片付けをし、終了です。

振り返りと適材適所の仕組みで、つながりを広げる
　開催後には、参加者にアンケートを記入してもらい、活動を振り返ります。アンケートは、活動の段階に合わせて内容を
変える工夫をしました。その声を反映してメニューの変更を行ったり、2026年4月からは月に2回の開催へと拡大したり
と、計画を実行し、振り返り（評価）、改善するサイクルを繰り返しています。 
　また、適材適所の役割分担も活動の軸になっています。メニュー決めはお料理が好きな園長が担当。調理の中心には、園
長の他、過去に園の調理職員だった方やカフェに勤務する方を配置し、アンケートの取りまとめは保護者ボランティアが
協力しています。 さらに園長は、園で実習生を受け入れている栄養士養成校の先生にこども食堂の話をし学生ボランティ
アを募ったり、園に職場体験に来た中学生に「友達を誘って一緒に遊びにきたら」と声をかけたりして、人と人とのつなが
りを広げていきました。今では中学生が友達を誘い、部活終わりに参加してくれるようになり、園児たちは中学生と遊べ
るのを心待ちにしています。

　夕方とは違う時間帯に地域の方や親子が集える新しい入り口として、「朝カフェ」も開催しています。はじめは平日の朝
に開催してみましたが、思ったようには人が集まりませんでした。
　そこで計画を見直し、土曜日の8時～10時に変更。今年度は年に4回、参加費大人300円で開催します。 ここでは保育
園の「親児（おやじ）の会」も協力してくれて、本格的なコーヒーを1杯200円で提供しています。夕方とは違った雰囲気
のなかで、ゆったりとした時間を過ごしてもらっています。 

　こうした活動を伝える紙のチラシは、園内に掲示するだけでなく、市民センターへも掲示をお願いしました。園の仕事
で会う方々へもチラシを手渡しし、地域包括支援センターの方からも声がけをしてもらっています。また、Instagramで
の情報発信にも力を入れています。

新しい地域の入り口として誕生した「はぐっと朝カフェ」
▲栄養も彩りも考えられたメニューも楽しみ ▲食事をしながら、こどもとの会話も楽しみ ▲スタッフとの会話も楽しみ
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地域における公益的な取組を行うことで地域における公益的な取組を行うことで
地域社会と専門機関が交わる「ハブ」として
　「はぐっとキッチン」は、地域の方々、保育園、関係機関が
自然につながる「ハブ」になり、食事を提供するだけでなく、
人と会い、話し、こどもたちの様子を見守りながらほっとで
きる時間を共有する「地域の食卓」「地域の居場所」として、
地域の輪を広げています。  

災害時にも活きる、
　　　　　　日頃からの「顔の見える関係」
　2026年4月、「北海道・三陸沖後発地震注意情報」に伴
う特別な呼びかけ期間に、はぐっとキッチンの開催が予定さ
れていましたが、安全を考慮して中止としました。 中止の連
絡を高齢者の方々に入れると、逆に「保育園のみんなは大丈
夫だったの？」と優しい声をかけていただきました。日頃のつながりが、いざという時の確かな安心感を生んでいることを実
感した出来事でした。 
　開園がコロナ禍期間だったため、人と人とのつながりを強くできなかった時期もありましたが、この取り組みを行うことで、
園の職員も「鶴ケ谷地域のおもしろいところ探しを子どもたちと一緒にやってみよう」と、外の世界へ興味・関心を向けるこ
とができました。地域を知ることで、自分たちができることは何かを考えながら、保育に取り入れていきたいと考えています。 
　日頃から顔見知りになり、災害時にお互いに助け合うことができるような関係になるように、また、こどもたちも地域に見
守られている安心感を受け取ってもらえる良い機会になるように・・。これからもあたたかく、お互いに元気をもらえる「地域
の食卓」へと育てていきたいです。 

はぐっと
キッチン

保育園
（園児・保護者）

地
域
の
方
（
高
齢
者
な
ど
）

関
係
機
関
（
地
域
包
括
支
援
セ
ン
タ
ー
な
ど
）

●地域課題の
　自然な把握
●ゆるやかな
　見守り

●地域課題の
　自然な把握
●ゆるやかな
　見守り

●外に出る
　きっかけ
●多世代との
　ふれあい
●地域との
　関わり
●食の支援・
　休息

●外に出る
　きっかけ
●多世代との
　ふれあい
●地域との
　関わり
●食の支援・
　休息

取材協力：鶴ケ谷はぐくみ保育園　園長　高橋　祥子氏、保育園児保護者　貝瀬氏、ボランティアスタッフのみなさま

▲はぐっとキッチンの「歩み」イメージ図

▲「ハブ」としての役割イメージ図


